
応募の申し込み・問い合わせ先

NPO法人日本HIS研究センター・BHI賞事務局
〒600-8415 京都市下京区烏丸通松原上る因幡堂町713 井筒因幡堂町ビル5F
TEL：075-353-1801・FAX：075-353-1733・E-mail:info-his@j-his.jp

第15回  病院広報事例発表会（ＢＨＩ賞事例発表）の概要

１．応募の対象となる作品
病院が取り組む広報「伝える」「聴く」「変わる」という広角の視点から「こ
うしたら地域や患者さんに喜ばれた」という取り組み事例など

２．各 賞
◆部門最高賞（1点）：賞状　　◆部門優秀賞（若干数）：賞状

３．応募費用  
応募料・HISフォーラム参加料　無料（１施設１名まで）
※会場までの交通費・宿泊費などはご負担ください

４．応募・登録方法
指定の「応募申込シート」と「抄録フォーム（800字・Word）」をホームペ
ージ（http://j-his.jp）からダウンロードしていただき、必要事項を記入の
うえ、メール（info-his@j-his.jp）に添付して送信してください。
抄録の書き方
①その広報事例は何を目的としているか　②それを解決するために、どん
なプロセス(手)を経たか　③その広報を実行した結果、どんな成果があっ
たか……といった流れをなるべく明記してください。
※広報誌部門およびホームページ部門における最高賞受賞施設について
　は、受賞対象となった作品をテーマとして発表していただきます

５．選考方法
事務局での書類・抄録審査で10演題程度を選考します。選ばれた施設
は、HISフォーラム2011（10月16日・群馬県高崎市）でパワーポイントな
どのプレゼンテーションにより、10分間の発表をしていただきます。審査
員が審査・投票し、合計の投票数に応じて各賞を選びます。

＜審査の流れ＞
 ①【病院広報事例（10施設）、広報誌部門（最高賞・１施設）、ホー

ムページ部門（最高賞・１施設）】の発表
  ②「病院広報事例」から最高賞（１施設）を投票により選出
   ③各部門最高賞（３施設）の中からBHI賞2011（グランプリ・１施

設）を投票により決定

■ 免責事項（3部門共通）
・すべての応募作品はお返ししません。
・応募者は、応募により応募作品のPDFデータなどがNPO法人日本HIS研究セン
ターのホームページで公開されることを了承したものとみなします。

・提出された応募書類に不備がある場合は、審査できないことがあります。
・応募審査料のご入金が確認できないと審査できませんのでご注意ください。
・応募作品・応募内容は、応募者の許可なくNPO法人日本HIS研究センターが行う
対外発表、インターネット、出版（電子メディアを含む）など、パブリシティ活動に
使用・掲載または販売することがあります。

・作品評価は、評価点数およびコメントの発送をもって代えさせていただきます。
・受賞施設は、可能な限り表彰式（2011年10月16日高崎開催）にご出席ください。

・広報紙部門別最高賞作品は、表彰式（2011年10月16日 高崎開催）で配布いたし
ますので、最新号を100部ご用意ください。

・広報誌部門、ホームページ部門における最高賞受賞施設は、HISフォーラム（2011
年10月16日高崎開催）で実施される事例発表部門にて発表していただきます。

■ 賞の取り消しについて
・虚偽の事実や本賞の名誉を棄損する事実があった場合、受賞発表後においても主
催者の判断により賞を取り消すことがあります。受賞施設は賞状および副賞を主
催者に返還していただきます。また、受賞施設がやむを得ない理由により受賞を
辞退する場合、文章により主催者に連絡していただきます。

■ 個人情報の取り扱い
・応募者についての個人情報は、個人情報保護法に準じて管理・利用を行います。

開催主管：医療法人社団美心会
後援団体（予定）：群馬県、高崎市、群馬県医師会、群馬県看護協会、
群馬テレビ、上毛新聞、FMぐんま、社団法人 全日本病院協会

広報誌・ホームページ部門

作品募集期間 2011年7月1日（金）～8月5日（金）

審査・選考期間（HP公開審査） 8月11日（金）～19日（金）

結果発表（HPで公開） 8月23日（火） 　　　　　

HISフォーラム2011 in 高崎 10月16日（日）
会場：ホテルメトロポリタン高崎（群馬県高崎市）
●BHI賞2011を選出する「第15回病院広報事例発表会」●表彰式

病院広報事例発表

※「事例発表部門」出場への選考結果はお電話にてご連絡します。

※前日10月15日（土）は美心会ヘルスパーククリニックで施設見学会・ウエルカムパーティを企画中

最新情報・応募シートはコチラ http://www.j-his.jp/

＜審査員＞
◆会場審査員：当日フォーラムに参加いただいた全施設の代表者
◆特別審査員：開催主管代表、当法人理事など
※事例発表施設は、自施設への投票はできません
※結果発表・表彰式は、発表会同日、同会場で行います

６．審査基準
　　　①新規性とアイデア ②戦略性と経済効果
　　　③広報の意義と社会性 ④プレゼンスキル　　　
歴代の「病院広報企画大賞」受賞
2006年 「当院の経営理念に基づいた広報展開」
　　　　　社会医療法人敬和会大分岡病院（大分県）
2007年 「MOT改革と四画面思考を活用した広報活動」
　　　　　医療法人社団和楽仁芳珠記念病院（石川県）
2008年 「広報事例発表を体験して変化した意識とその後の活動
　　　　　…病院広報の意義を考える」
　　　　　医療法人社団新日鐵八幡記念病院（福岡県）
2009年 「企業とのつながりを活かしたPR活動～企業とのコラボレーショ

ン～」博愛会相良病院（鹿児島県）
2010年　「地域医療サポーター」の展開と広報効果～住民に支えられ、地

域医療を支える病院へ～」株式会社麻生飯塚病院（福岡県）

【 スケジュール 】

知る。学ぶ。伝える。
情報が社会をリードしていく。






